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JＡ共済連（全国共済農業協同組合連合会、代表理事理事長 柳井二三夫）は、建物・家

財の長期保障を行う建物更生共済の自然災害リスクに関し、大規模自然災害が発生した場

合においても健全な経営を維持できるよう、リスク分散の一環として継続的にキャットボ

ンド（日本国内の地震リスクを対象とする大災害債）の発行を行ってまいりました。   

今般、キャットボンド市場の動向に鑑み、日本国内初となる発行体（JＡ共済連）のＳＤ

ＧｓおよびＥＳＧ投資への取り組みにかかる情報開示等を織り込んだキャットボンドを発

行しましたので、お知らせします。 

＜Nakama 2023-1の概要＞ 

発 行 体  JＡ共済連（Nakama Re Ltd.） 

発行金額  額面２．２５億米ドル（約３０４億円、1米ドル=１３５円にて換算） 

期  間  ２０２３年４月～２０２８年４月（５年満期） 

対  象  日本国内の地震 

利 回 り  クラス１ ： ２．５％ 

クラス２ ： ４．０％ （※） 

      （※）リスクの大きさが異なる２つのクラスを発行しました。 

■取引概要 

ＪＡ共済連は、特別目的再保険会社である Nakama Re Ltd.と再保険契約を締結し、建物

更生共済の地震リスクを同社に移転します。また、Nakama Re Ltd.より本会の地震リスク

を対象としたキャットボンド（５年満期、額面２．２５億米ドル）を機関投資家に発行す

ることで、将来の巨大地震発生に備えた資金を調達します。 

機関投資家は、利回りを受け取ることができる一方で、あらかじめ定めた支払共済金を

超える地震が発生した場合には、償還予定元本の一部または全部を減額されるという発行

条件が設定されております。 

これにより、ＪＡ共済連は、所定の地震が発生した場合には、機関投資家より調達した

投資元本を再保険金として回収し、ご契約者の皆さまに対する支払共済金に充当すること

となります。 

ＪＡ共済連では、今後も健全な経営の維持に取り組むことで、組合員・利用者の皆さま

の信頼と期待に応え、「安心」と「満足」を提供してまいります。 

N e w s  R e l e a s e 
キャットボンド「Nakama 2023-1」の発行について 

～地震リスクを証券化 ＥＳＧを重視した発行としては日本国内初～ 
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■今回発行するキャットボンドの特徴（ＥＳＧを重視した発行としては日本国内初） 

ＪＡ共済連では、豊かで安心して暮らすことのできる地域社会づくりに貢献するという

ＪＡ共済事業の使命や、地球的共通課題（環境問題等）への対応を掲げる「ＪＡグループ

ＳＤＧｓ取組方針」に基づき、環境課題の解決やその他ＳＤＧｓの達成に貢献するため、

資金運用におけるＥＳＧ投資を進めております。 

また、近年、キャットボンドへの投資を行う機関投資家の多くは、発行体のＳＤＧｓお

よびＥＳＧ投資への取り組みについても関心を高めております。 

こうした背景を踏まえ、今回の発行に際しては、日本国内初となる以下の取り組みを加

えております。 

【取り組み内容】 

１．ＪＡ共済連が実施しているＳＤＧｓおよびＥＳＧ投資への取り組みに関して、機関

投資家に向けた情報開示を行いました。 

２．機関投資家より調達した投資元本は、世界各地のグリーンプロジェクトの支援を行

っている欧州復興開発銀行 （ＥＢＲＤ）が発行する債券にて運用します。 

３．キャットボンド有効期間中に、ＪＡ共済連が実施したＥＳＧテーマ型投資の内容に

ついて機関投資家に対し適宜情報開示を行う予定です。 
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※ 所定の地震発生時には、 
一部または全部が減額される。 
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